
　

平
成
７
年
１
月
17
日
、
阪
神
淡
路
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
６
千
人
を
超
え
る
人
が

亡
く
な
り
、
前
触
れ
も
な
く
起
こ
る
地
震
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
日
本
中
が
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
の
10
年
余
り

の
間
に
も
、
負
傷
者
を
出
し
た
地
震
は
日
本

国
内
だ
け
で
１
０
４
回
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
五
條
市
で
は
近
年
大
き
な
地
震
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
奈
良
県
全
域
は
近

い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
の
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
発
生
の
確
率
は
低
い
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
奈
良
県
内
お
よ
び

奈
良
県
周
辺
に
は
直
下
型
地
震
を
引
き
お
こ

す
活
断
層
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

　

地
震
の
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に

対
し
て
我
々
は
ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

五
條
市
で
は
毎
年
７
月
の
第
１
土
曜
日
に

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
関
係
団
体
と
共

に
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
７
月
５
日
、
吉
野
川
河
川
敷
で

五
條
市
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
午
前
８
時
00
分
に
紀
伊
水
道

沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
を
記
録
す
る
地

震
が
発
生
し
た
状
況
を
想
定
し
、
被
害
情
報

の
収
集
や
避
難
所
の
開
設
、
け
が
人
の
応
急

措
置
、
さ
ら
に
は
大
規
模
火
災
の
発
生
を
想

定
し
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

消
防
本
部
、
消
防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
、

自
衛
隊
、
奈
良
県
防
災
航
空
隊
、
奈
良
県
警
、

五
條
病
院
、
五
條
土
木
事
務
所
な
ど
、
多
数

の
関
係
機
関
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
被
害
想
定
に
迅
速
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
阪
神
淡
路
大
震
災
を
振
り
返
る
と
、

１
月
17
日
早
朝
の
地
震
発
生
当
日
の
午
前
中

に
４
，
４
６
１
人（
全
被
害
者
の
約
81
％
）、

当
日
の
午
後
を
合
わ
せ
る
と
５
，
１
７
５
人

（
約
94
％
）と
，
ほ
と
ん
ど
の
犠
牲
者
が
地
震

当
日
に
死
亡
し
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
で
道

路
が
寸
断
し
、
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
が
ふ

く
そ
う
し
た
場
合
、
過
去
の
震
災
と
同
様
に
、

防
災
関
係
機
関
の
救
助
や
復
旧
は
数
日
後
と

な
り
、
救
助
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
災
害
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、「
自
助
、
共
助
、
公
助
」が
重
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に「
自
助
」は
自

ら
の
命
を
自
分
で
守
る
こ
と
。第
二
に「
共
助
」

と
は
家
族
や
隣
近
所
を
助
け
、
お
互
い
を
守

る
こ
と
。
第
三
に「
公
助
」は
行
政
が
個
人
や

地
域
を
支
援
し
た
り
、
自
助
・
共
助
で
は
解

決
で
き
な
い
仕
事
を
す
る
こ
と
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

�地震災害に備えて


